
【香川県東かがわ市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（合同部活動の推進に関する実証事業）

自治体名 香川県東かがわ市

担当課名 教育総務課

電話番号 0879-26-1237

※ 令和６年４月１日 担当課名が学校教育課から教育総務課に変更になっています。
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

東かがわ市立３中学校の生徒数は、あわせて約５４０名（令和５年度４月現在）である。こ

の５年間で約１３０人、小学校とあわせると２２０人余り減少しており、将来的に生徒数は減少

し続ける見込みである（別表）。在籍生徒数の最も多い大川中学校（全校生徒約２６０人）

と最も少ない引田中学校（全校生徒約１１０人）では、選択できる部活動の差は引田中学校

の方が大川中学校より８少ない。３中学校合わせて約５４０人中、約９割の生徒が学校部活動

（運動・文化含む）で活動をしている。ただし、生徒数は減少しているにも関わらず、平成３０年度

以前と比較しても、部活動数の変化はほとんどない。

生徒数の減少に伴い、学校単位での活動に影響が出ている。特にチームで活動するサッカー部や

軟式野球部、複数のパートによる活動が必要である吹奏楽部では影響が大きく、学校単位での活

動を続けるためには、在籍生徒が少ない部から廃部という対応もやむを得ない状況である。

部活動顧問のうち、６割余りの教員は専門としない種別の顧問をしており、専門的な指導の不足

が生じている。いくつかの学校に部活動指導員を配置しているが、教職員以外で継続的な指導が期

待できる地域人材は少なく、すでにスポーツ少年団等の指導に関わっていたり、高齢化等の理由で、

指導員の確保についてはままならない状況である。

人口 28,492人 部活動数 30部活

公立中学校数 ３校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済み

公立中学校生徒数 536人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済み
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（学校教育課）

東かがわ市立中学校部活動すべての受け皿となる東かが

わクラブを管理運営する。市立中学校と連携し、指導者の

選考と管理、コーディネーターを配置し、各種目の活動を

管理している。

⚫ 首長部局（生涯学習課）

東かがわ市スポーツ少年団事務局を生涯学習課内に設

置し、市スポーツ少年団活動を運営管理している。

時期 計画事項 備考
4月 休日における地域スポーツクラブ活動の活動開始（軟式野球、男子バレーボール） 東かがわクラブ

地域移行に向けた合同部活動の活動開始（女子バレーボール、女子バスケットボール、サッカー） 東かがわ市立中学校

転入教員に対する説明会及び教師の兼業兼職にかかる説明会の実施 東かがわ市立小中学校

地域移行に係る保護者説明会の実施（剣道） 東かがわ市教育委員会

4月～ スポーツ・文化活動の普及のためのレクリエーション的な活動の実施 東かがわクラブ

5月 休日における地域スポーツクラブ活動の活動開始（剣道） 東かがわクラブ

6月 教職員向けアンケートの実施 東かがわ市教育委員会

8月～ 令和５年度大学生を対象とした地域クラブ補助指導員採用（継続含む）選考面接の実施 東かがわクラブ

地域移行に向けた保護者懇談会の実施（女子バレーボール、女子バスケットボール、サッカー） 東かがわ市教育委員会

10月 第１回教育振興審議会の開催（進捗状況の報告、推進計画起案等） 東かがわ市教育委員会

12月 第２回教育振興審議会の開催（推進計画案の検討、ガイドライン起案など） 東かがわ市教育委員会

東かがわ市部活動地域移行推進計画の制定 東かがわ市教育委員会

1月 東かがわクラブ所属生徒・指導員等へのアンケート調査実施 東かがわ市教育委員会

2月 第３回教育振興審議会の開催（ガイドライン検討、成果報告、来年度に向けた検討課題） 東かがわ市教育委員会

令和６年度新入生対象の体験教室実施（引田小学校） 東かがわクラブ

３月 事業完了報告書・成果報告書等の作成 東かがわ市教育委員会

学
校
教
育
課

運 営 指導者の選考と管理

コーディネーターの配置

各種目における活動の管理

引田中学校

東かがわ市立中学校

生徒参加

連携依頼

東かがわクラブ

白鳥中学校

大川中学校

生涯学習課
運 営

スポーツ少年団



4

２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ３校 実施した種目 サッカー、男子バレーボール、女子バレーボール、女子バスケットボール、軟式野球、剣道

合同部活動に取り組
んだ部活動数

６部活

参加校名 大川中学校、白鳥中学校、引田中学校

実施した種目 男子バレーボール、軟式野球、剣道

１か月あたりの平均的な
活動回数

月２０回程度（平日は学校部活動として４回活動、
休日は地域クラブ活動として１回）

顧問の属性 学校教職員、部活動指導員

指導者の主な属性 顧問）学校教職員、部活動指導員
クラブ指導員）兼職兼業教職員、部活動指導員、

地域指導者、大学生

活動場所 引田中学校、白鳥中学校、大川中学校

主な移動手段 スクールバス、徒歩、自転車

１人あたりの参加会費
（年額）

８４００円/年

１人あたりの保険料 生徒１人あたり：８００円/年（スポーツ安全保険）
指導者１人あたり：１３８０円/年（スポーツ安全保険）

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

▼参加校における役割分担

⚫ 大川中学校、白鳥中学校【拠点校】

・拠点校として専門的な指導のできる顧問を配置

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・地域移行に向けた協議会等への出席

⚫ 大川中学校・白鳥中学校・引田中学校【拠点校以外の学校】

・スクールバスの手配

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・地域移行に向けた協議会等への出席
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２．実証内容と成果

取組内容

取組事項

取組の
成果

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

・ 関係団体・市区町村等との連絡調整等に関する取組

広域的な活動を行う総括コーディネーターを会計年度職員として採用する。総括コーディネーターは東かがわクラブ会長としてクラブ全体の管

理を行うとともに、関係団体・各小中学校等との連絡調整・指導員に対する指導助言等を行う。

休日の地域移行が完了した種目の指導員及び地域移行に向けた合同活動を開

始した種目の顧問へのアンケートの結果、東かがわクラブでの活動（３校合同での

活動）について、１７人中全員が「満足」もしくは「やや満足」と回答した。また、生

徒へのアンケートの結果、９０人中８３人が「満足」もしくは「やや満足」と回答した。

顧問からの意見としては、「補助指導員を含めた指導員の体制が整いつつある」

「準備期間に合同で活動することで、生徒同士の面識があり、移行後のコミュニケー

ションもスムーズにできた」と建設的な意見が多かった。

１ 本年度、東かがわクラブでの活

動内容（合同活動･○○教室など）

の満足度を教えてください。

A満足
Bほぼ満足
Cやや不満
D不満

１ 本年度、東かがわクラブでの

活動内容（合同活動･○○教室な

ど）の満足度を教えてください。

A満足
Bほぼ満足
Cやや不満
D不満

顧問対象アンケートより 生徒対象アンケートより

総括コーディネーターとして、元中学校校長を採用することで、市内小中学校との連携を効果的に行うことができた。在職時に地区中体連の

会長として活動していた経験も、実務者間の連絡調整時にとても効果的であった。

市内中学校における全部活動の受け皿として「東かがわクラブ」を設置し、総括コーディネーターを会長、中学校長を副会長、指導主事を事

務局長とすることで、学校と連携しながら、部活動の地域移行を段階的に行うことができている。

種目ごとにコーディネーターを配置し、平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動の連携における窓口として活動した。コーディネーター協議

会を年間５回実施し（オンライン開催ふくむ）、種目間の情報共有についても積極的に行った。

地域移行に係る学校と事務局間の連携については、会長と副会長である各中学校長間で頻繁に情報共有を行うことでスムーズに行うことが

できている。部活動の地域移行について、発生した課題に対して、丁寧に対応するとともに、移行状況を教職員及び生徒、保護者に正確に伝

えることで、関係者の移行に関する不安を軽減したいと考えている。
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２．実証内容と成果

取組内容

取組事項

取組の
成果

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

関係団体・分野との連携強化

スクールバスを活用して、合同部活動における生徒の送迎を行う。

市内３中学校における合同活動を前提として、活動を計画していくと、スクール

バスによる生徒送迎は必須となる。バスに乗車する生徒数が多くなることが予想さ

れる。現在、種目ごとにバスを手配しているが、手配に係る負担軽減と効率的な

送迎方法の確立のために、平日における市内３中学校間の巡回バス実証実験

を１０月下旬に実施した。

実証実験の結果、生徒会専門委員会などの放課後活動や宿泊学習などの学

校行事など、放課後にイレギュラーが発生したときの対応や生徒の乗降者確認な

ど多くの課題が分かった。
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乗車率の推移

引田中学校 白鳥中学校 大川中学校

平日におけるスクールバスの有効利用に関しては、下校する小学生を送迎した後のバスを有効利用するために、事前の準備段階において、

小中学校のバス担当者で協議する場をもったことで、スムーズな連携を行うことができた。市内小中学校がすべて小中一貫校であることも、連

携をスムーズにできた理由の１つであった。

実証実験においては、市内小中学校長会に対して事前の調査依頼、事後報告を行った。調査によって把握できた課題の１つである「放課

後における生徒の活動時間確保」のために、市内３小中学校が時程変更等協力をしてくれた。

時程による生徒送迎の方法を確立するために、まずは生徒の乗降者確認の方法を検討していく。ICTを活用した乗降者確認システムの導入

についても、前向きに検討していきたい。

バスを利用する学校の生徒と拠点校の生徒間における移動にかかる負担を軽減するための活動方法について検討を行う。
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２．実証内容と成果

取組内容

取組事項

取組の
成果

特に
工夫した
事項

今後の
課題と
対応方針

・ レクリエーション的活動の取り組み

 学校部活動の所属に関わらない、スポーツ・文化活動体験教室をレクリエーション的な活動として実施する。

・ 世代間交流に関する取組

東かがわ市内小学校土曜日授業に指導員を派遣し、体験教室を実施する。市内にある県立高校にて出前授業を行う。

市内小学校土曜日授業で出前授業を行い、東かがわクラブ指

導員が小学生対象に体験教室を実施した。中学生も参加する

計画だったが、定期試験期間であったため、指導員のみで児童を

指導した。

市内にある県立三本松高校の総合的な探究の時間に、外部

講師として参加し、班別活動の高校生と「東かがわ市立中学校

部活動の地域移行」というテーマでディスカッションを実施し、少子

化が加速する中における部活動の在り方について、一緒に考えた。
高校生のまとめより

東かがわクラブで新しく機会を設けるのではなく、これまで東かがわ市で実施していた取り組みに東かがわクラブの指導員や事務局長がかかわ

ることで、小学生や高校生だけでなく、地域コーディネーターや高校の先生方に対しても、東かがわ市立中学校部活動の地域移行について伝

えることができる機会になった。

市内３小学校の土曜日授業における出前授業の機会を増やし、小学生に幅広くスポーツ・文化活動に触れ合う機会を確保するとともに、中

学生が、在籍する小中学校区以外の小学生とも触れ合う機会も意図的につくる。

県立三本松高校には、市内３中学校の卒業生が多く所属しており、生徒会活動や部活動で連携し、中学生と高校生が相互に学び合いな

がら、魅力的なまちづくりに参画していくような関係を築いていきたいと考えている。



8

２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【東かがわ市立中学校部活動の地域移行リーフレット】 【東かがわクラブ活動に参加した生徒へのアンケート】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【３中学校による合同活動のようす（軟式野球）】 【県立三本松高校における出前授業の様子】

【レクリエーション的な活動（剣道教室）のようす】 【スクールバスによる生徒送迎のようす】
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ



【香川県善通寺市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（合同部活動の推進に関する実証事業）

自治体名 香川県善通寺市

担当課名 教育委員会 教育総務課

電話番号 ０８７７ー６３－６３２７



2

１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

善通寺市は、東西２校の中学校が設置されている。国の施策である中学
校部活動の地域移行に向けて、まずは２校の合同部活動に取り組むことと
した。両中学校の距離は約５００mと近く、両中学校の施設、市民体育館を
はじめとする市の体育施設や近隣小学校体育館にも協力を得て活動をして
いる。また、教育委員会、スポーツ推進審議会、スポーツ協会総会において
、合同部活動実施について説明をして理解を求めるとともに議会においても
担当課長より説明をし、了承された。５年度当初より合同部活動に取組み、
両校教員の協力による負担軽減、指導員の配置による負担軽減などがみら
れるものの、今後の指導員の確保、育成、人件費の財源などの課題もはっ
きりとし、今後の活動に活かしていきたい。

人口 32,927人 部活動数 ２０部活

公立中学校数 ２校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置予定あり

公立中学校生徒数 ６７３人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定済
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

▼事業実施体制図（市区町村と関係団体における推進体制図）

善通寺市教育委員会
統括部活動コーディネーター

香川県教育委員会保健体育課

市スポーツ推進審議会 市スポーツ協議会

校内部活動コーディネーター

東中学校各種部活動 西中学校各種部活動

校内部活動コーディネーター

合同部活動
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２．実証内容と成果

年間の事業スケジュール
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２．実証内容と成果

合同部活動の運営実績

主な取組例

参加校数 ２校 実施した種目 サッカー,男子バスケットボール,女子バスケットボール,野球、男子バレーボール、女子バレー
ボール、男子卓球、女子卓球、バドミントン、ソフトテニス、陸上競技、水泳、ソフトボール、柔
道、剣道、相撲、吹奏楽、茶華道、ボランティア

合同部活動に取り組
んだ部活動数

２０部活

参加校名 東中学校、西中学校

実施した種目 柔道

１か月あたりの平均的な活
動回数

月２０回程度（平日４回、休日１回）

顧問の属性 東西中学校の教師が顧問を担当

指導者の主な属性 顧問）教師
技術指導）地域の部活動指導員

活動場所 市立武道場

主な移動手段 自転車

１人あたりの参加会費（年
額）

６０００円/年

１人あたりの保険料 生徒１人あたり ０円/年（日本スポーツ振興センター給付）
指導者１人あたり ０円/年（市公務災害補償）

▼活動概要 ▼運営体制図（合同部活動を実施する際の運営体制）

※イメージ図

▼参加校における役割分担

⚫ 東・西中学校

・顧問教師の配置し、自校の生徒の保険加入手続き

・トラブル発生時の自校の生徒・保護者への各種対応

・参加校間の定期的な連絡会等の開催・出席
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２．実証内容と成果

取組内容

東西２校のすべての部活動による合同部活動
中学校施設、市のスポーツ施設、小学校の体育館を利用しての活動

取組事項

４月の両校教員に説明会を持ち、その段階での不安や課題を聞き取り
解決に向けて取り組んだ。教員に向けてのアンケートを６月、１２月の２回
実施した結果、教員、生徒ともに理解が深まり、協力して活動できるように
なった。保護者に対するアンケートでも、学校部活動の意義や地域の指
導者への期待も大きかった。部活動指導員が配置できている部活動に関
しては、教員の活動時間の削減がみられ、配置できていなくても、両校顧
問の協力で削減された例も見られた。

取組の
成果

５年度からの活動に備えて、４年度中に活動場所を調整準備し、特に、市のスポーツ
施設の使用料減免措置を行った。
部活動指導員に対して、市独自で研修会を持ち、受講終了証を配付した。

特に
工夫した
事項

部活動指導員の確保育成については、県の人材バンクだけでなく、善通寺市として、市のスポーツ
協会の協力や教員の兼職兼業手続きなどを 実施していきたい。その際、教員経験、専門的指導力
などを見極めていきたい。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

令和5年6月に行ったアンケート結果について ①

【問：部活動の地域移行の趣旨は理解できていますか。】

24%

74%

2%

教員

とても理解できている

まあまあ理解できている

どちらともいえない

22%

60%

12%

5%

1%

保護者

とても理解できている

まあまあ理解できている

どちらともいえない

あまり理解できていない

全く理解できていない

〇部活動地域移行の趣旨については、教員・保護者ともにおおむね理解しているこ
とが分かる。
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２．実証内容と成果

地域移行への理解度についてのアンケート結果

【問：部活動の地域移行は必要だと思いますか。】

46%

40%

11%

3%

教員

とても必要

やや必要

どちらともいえない

あまり必要ない

全く必要ない ０％

16%

40%

40%

3%

1%

保護者

とても必要

やや必要

どちらともいえない

あまり必要ない

全く必要ない

令和5年6月に行ったアンケート結果について ②

〇 一方、地域移行の必要性について問うと、教員は地域移行を必要と考える割
合が高かったのに対し、保護者の約半数は必要性を強く感じていないことが分かっ
た。
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２．実証内容と成果

地域移行への理解度についてのアンケート結果

【問：現在実施している合同部活動についてどう感じていますか。 】

7%

22%

43%

17%

11%

教員

とても良い

まあまあ良い

どちらともいえない

あまり良くない

全く良くない

15%

37%
36%

10%

2%

保護者

とても良い

まあまあ良い

どちらともいえない

あまり良くない

全く良くない

令和5年6月に行ったアンケート結果について ③

〇 合同部活動については、開始直後ということもあり、教員の方がその運営に対し課題を感じている
ようであった。保護者は半数以上が肯定的な意見であり、保護者や子どもたちの中ではある程度、
合同部活動での活動を受け入れることができつつあるのではと感じた。
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２．実証内容と成果

地域移行への理解度についてのアンケート結果令和5年１２月に教職員向けに行ったアンケート結果について ①

中学校２校：教員６３名が回答

１２月に行った教員向け
アンケートでは、年度当初
に比べ、 理解が深まった
と答えた教員が29名（約４
６％）いた。これには、市
部活動統括コーディネータ
ーが日々部活動の様子に
ついて視察・助言したり、
職員会等で聞き取りや説
明会を複数回催したことに
よるものと思われる。
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２．実証内容と成果

地域移行への理解度についてのアンケート結果令和5年１２月に教職員向けに行ったアンケート結果について ②

中学校２校：教員６３名が回答

年度当初、市統括コーディネーターのもとには、教員から合同部活動に関する様々な不
安の声が届いていたが、12月に行ったアンケートでは、それが少しずつ解決・払拭されて
いる様子がうかがえた。
しかし、まだまだ山積している課題を、解決しながら取り組む必要がある。

教員の年度当初の声
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２．実証内容と成果

地域移行への理解度についてのアンケート結果合同部活度を行ったことによる成果

合同部活動では、東西
中学校の顧問が連携協
力して管理・指導を行っ
ている。
その結果、活動指導時
間の軽減が見られた。
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【合同部活動の様子（陸上競技部）】

【合同部活動の様子（バドミントン部）】【合同部活動の様子（ソフトボール部）】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【市の広報を使った市民への広報活動】 【中学校で配布されたPTA新聞の記事】
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ
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